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  n を自然数とする。 

(1) 実数 x に対して，
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    ≦  が成り立つことを示せ。 

(3) 極限 
0

( 1)
lim

2 1

kn

n
k k



 を求めよ。 
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 (2) ①の両辺を 0 から 1 まで x で積分すると 
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      …② 

  ②の両辺の絶対値をとると 
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  ここで，0 1x≦ ≦  のとき 
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≦ ≦  なので 

  
2 21 1 2 2

20 0

1

1 2 3

n
nx

dx x dx
x n


 

  ≦  …④ であるから 

  ③，④より 
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    ≦  が成り立つ。 
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 であるから 

  (2)の結果より 
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    である。 

  ここで，
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x  において tanx   と置換すると 
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  xy平面上に原点O を中心とする半径 1 の円C がある。 

C を底面， (0, 0, 3)を頂点とする直円すい S を考える。点 (1, 0, 0)P および ( 2, 0, 0)Q  をとる。 

さらに，動点 (cos , sin , 0) (0 2 )M    ≦ を線分MQがM以外にC と交わらないように動かす。 

(1)  のとりうる値の範囲を求めよ。 

(2) 点P から動点Mまでは直円すい S の側面上を通り，Mからは直線にそって点Q へ向かう道を 

考える。このようなP からQ までの全ての道の長さの最小値を求めよ。 

 

(1) 動点Mは，図の弧TU の範囲にあればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

よって， のとりうる値の範囲は 
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  ≦ ≦  

(2) 対称性より 
2

3
  ≦ ≦  で考える。 

母線AP の長さは2 であり，側面の展開図は図のようになるので 

 

 

 

 

 

題意の道の長さを Lとすると L  PM MQ  である。 
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ここで，余弦定理より 2 22 2 2 2cos    PM PAM 8 8cos
2


   

2 点間の距離より 2 2(cos 2) sin   MQ  であるから 
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  とおくと，
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22 2 1 8 1L t t     となる。これを ( )f t とおく。 
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   ここで，右辺の分子が0 以上，すなわち 24 2 1 8 1t t t ≧  となる t の範囲を求める。 

2 232 (1 ) 8 1t t t ≧  ⇔ 2(4 1)(8 4 1) 0t t t   ≦  であり， 
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よって Lの最小値は 
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 である。 

 


	titech2002B-1Ans
	titech2002B-2Ans

